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不動心　新井千鶴さんの功績を後世へ特集

特 集

新井千鶴さんの功績を後世へ不 動 心
男
衾
中
学
校
柔
道
場
　
柔
道
畳
更
新
！ 

　
町
で
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
、
柔
道
女
子
７０
㎏
級

で
金
メ
ダ
ル
、
混
合
団
体
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
新
井
千
鶴
さ
ん
の
出
身

校
で
あ
る
男
衾
中
学
校
の
柔
道
場
の
柔
道
畳
更
新
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

柔
道
畳
全
９８
枚
を
更
新
し
、
そ
の
う
ち
６
枚
の
畳
に
は
、
新
井
さ
ん
の
功
績

を
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
士
気
が
高
ま
る
よ
う
、
新
井
さ
ん

の
信
条
で
あ
る
「
不
動
心
」
を
印
字
加
工
し
ま
し
た
。「
不
動
心
」
は
、
現
役

時
代
に
成
績
が
伸
び
悩
ん
で
い
た
と
き
、
祖
父
の
八
郎
さ
ん
か
ら
贈
ら
れ
た

言
葉
で
、
新
井
さ
ん
の
心
の
支
え
と
な
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
今
回
、
畳
に

印
字
加
工
し
た
文
字
は
八
郎
さ
ん
に
揮き

ご
う毫

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
１０
月
１６
日
、
不
動
心
が
印
字
さ
れ
た
畳
の
お
披
露
目(

除
幕)

式
の
ほ
か
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
躍
シ
ー
ン
を
印
刷
し
た
巨
大
写
真
パ
ネ
ル
の
お
披
露

目
も
実
施
し
ま
し
た
。

　
新
井
さ
ん
は
「『
不
動
心
』
と
い
う
言
葉
を
印
字
し
て
い
た
だ
い
た
畳
と
、

素
晴
ら
し
い
パ
ネ
ル
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
私
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
日
と

な
り
ま
し
た
。
現
役
時
代
、
祖

父
か
ら
授
か
っ
た
『
不
動
心
』

と
い
う
言
葉
を
心
に
と
め
て

頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
言

葉
を
、
私
の
原
点
で
も
あ
る
、

こ
の
道
場
の
畳
に
印
字
し
て

い
た
だ
き
、
大
変
う
れ
し
く

感
じ
て
い
ま
す
。
小
・
中
学
生

の
皆
さ
ん
に
は
、
自
分
自
身

の
目
標
を
し
っ
か
り
と
立
て
、

挑
戦
心
を
も
っ
て
、
何
事
に
も

全
力
で
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

▲男衾柔道クラブスポーツ少年団、明道館寄居警察署少年柔道教室スポーツ少年団、寄居中・男衾中の柔道部の皆さんが参加しました。

▲新井千鶴さんと祖父の八郎さん

柔道教室を開催しました！

道徳講演会を開催しました！ 

　10月16日、新井千鶴さんを講師に迎え、
寄居町のスポーツ少年団や中学校の部活動
で柔道をしている児童・生徒を対象に柔道
教室を開催しました。教室は小学生の部と
中学生の部に分かれて実施。小学生の部で
は「大内刈り」をメインに教えていただき
ました。乱取りでは、新井さんを相手に、
投げたり、投げられたりと児童にとって楽
しい時間を過ごすことができたのではない
でしょうか。中学生の部になると、新井さ
んは得意技である「内股」や、より実践的
な相手との組み方や技のつなげ方を指導。
一つ一つを真剣に習得しようとする生徒の
姿が見受けられました。
　また、質問コーナーでは、新井さんが柔
道を始めたきっかけやスポーツ少年団の
ときの思い出についてお話しいただきまし
た。

　10月17日、新井千鶴さんによる道徳講演会を実施し
ました。講演会の開催に当たり、小･中学校の先生方に
よる専門チームが新井さんにインタビューを実施。児
童・生徒の理解を深めるため、新井さんを題材とした
道徳教材を作成し、事前授業を行いました。当日は、
男衾中学校体育館で講演会を開催。講演会の様子は
ウェブ会議システム｢Zoom(ズーム)｣を通して、町内小
学校の5・6年生と中学校全学年の児童･生徒約1,200人
が視聴しました。
　新井さんは、児童･生徒へ向けて「日々の生活の当た
り前は、多くの人に支えられて成り立っています。今と
いうこの瞬間を楽しみながら自分のできることを見つ
け、挑戦し続けることができれば、必ずチャンスはやっ
てきます。自分自身を振り返ったときに、この経験が
あったから今があるんだと思えるよう、お互い頑張りま
しょう｣と話しました。


